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銅山川砂防出張所

角川・銅山川流域砂防広報紙

～「銅山だより」を振り返って～

建設省から国土交通省へ

昭和37年に豊牧地すべり防止
区域の直轄施工を開始してか
らから５０年経過。

肘折地区土砂災害対策完了式
を開催。

平成8年
湯の台地すべり発生。これを機
に「銅山だより」の発行を開始。
第１号は手書きでの作成でした。

平成24年4月～5月
肘折地区地すべり性崩落発生。
銅山川が一時河道閉塞するな
どの事態も起きた。

豊牧地すべり対策事業が概成
し、山形県へ引継がれた。
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銅山川砂防出張所は昭和22年から直
轄砂防事業行っております（当時は内
務省銅山川砂防工場）。
広報紙「銅山だより」は砂防に関する
情報を地域の方に分かりやすくお伝え
するために発行され、この度100号の
発行を迎えました。
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広報紙に登場する
歴代のキャラクターたち
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リーンどん
（H30頃～登場）

ヒメサユリ
（H4頃～登場）

ブナ
（H4頃～登場）

初代リーンどん
（H14頃～登場）
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ブナとヒメサユリは、
地すべり対策事業の
パンフレットに登場
したのが最初だよ

私もお手伝い
しているよ
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「銅山だより」に関するご意
見や出張所の仕事に関する質

問などをお待ちしております。
お気軽にご連絡ください。

皆様、新年明けましておめでとうございます。

今年も銅山川砂防出張所と「銅山だより」をよろしくお願いします。

昨年は、「平成」から「令和」へと元号が変わり、災害の無い時代になればと

思っていましたが、６月には山形県沖地震、１０月には台風１９号での大雨など

自然災害は時を選ばず、突然やって来るもので、日頃からの備えを怠らないこ

とが重要であり、防災行政に携わる我々としても、地域の皆様と一緒になって

防災意識の普及に努めていく必要性を感じられた一年だったと思います。

さて、銅山川砂防出張所におきましては、銅山川・角川流域の砂防事業を担

当し、現在も各地で工事を実施しております。工事の施工にあたりまして、地域

の皆様のご理解とご協力を賜り、順調に工事が進んでいることを報告すると同

時に、この紙面をお借りして感謝を申し上げます。

また、「銅山だより」も平成８年７月に第１号を発行してから、今回めでたく、１００号を迎えることとな

りました。これからも地域の皆様へ、国土交通省の仕事や地域の話題などを中心にご紹介していきた

いと考えておりますので、今後ともよろしくお願いいたします。

最後になりますが、今年も引き続き、土砂災害の防止と地域の発展に少なからず貢献できますよう

出張所職員一同、なお一層の努力を続けて参りますので本年もよろしくお願いします。

銅山川砂防出張所長 松田信也

新年 の ご 挨 拶
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